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1. 下部尿路症状に対する高強度テスラ磁気刺激インティマウェーブ及び 
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女性は40歳をこえホルモンのエストロゲンの分泌が低下する時期から発症することから、下部尿路症状
と生殖器症状と合わせてGSM(閉経関連泌尿生殖器症候群)と定義されている。 

この原因のひとつには骨盤底の障害が関与していて、骨盤部の靱帯、結合組織、筋肉が弱くなり、骨盤
内臓器が本来の位置よりも垂れ下がり、種々の機能障害を生じる。 

中でも下部尿路症状に着目すると、60歳以上の男女の約78%がなんらかの下部尿路症状を有し、男女を問
わずQOLを損なっている。 

下部尿路症状には蓄尿症状である頻尿，尿意切迫感，尿失禁、排尿症状として尿勢低下，尿線分割・尿
線散乱，尿線途絶，排尿遅延，腹圧排尿，終末滴下、排尿後症状には残尿感と排尿後尿滴下がある。 

原因としては加齢以外に出産、肥満，便秘，高血圧，糖尿病などのライフスタイルが様々な下部尿路症
状に共通するリスク因子と報告され、特有のリスクとして分娩，特に経腟分娩や出産回数が、特に腹圧
性尿失禁，骨盤臓器脱の重要なリスク因子である。 

診断については問診、検尿だけでも比較的容易にできるが、他疾患の鑑別のため排尿記録や残尿の
チェックが不可欠である。 

治療については薬物療法や手術が主となっており、行動療法としての生活指導や理学的療法も併用され
一定の効果を得ている。最近では保険外診療ではあるが、レーザーや磁気刺激治療などが登場し、治療
の選択肢が広がっている。 

インティマウェーブは着衣のまま30分間坐位で磁気刺激（高強度の電磁パルス）を受けるだけの治療で、
腹圧性尿失禁、切迫性失禁、便失禁などの治療や予防、骨盤底機能の強化として産後や手術後の骨盤底
筋のリハビリ、骨盤内の血行不良の改善など多岐にわたった適応がある。 

インティマレーザーは膣内及び尿道内に10分～15分Smooth Mode™と呼ばれる非蒸散性のロングパルス
Er:YAGレーザーを照射する治療である。いずれの治療もノーダウンタイムで外来治療が可能である。 

今回インティマウェーブ及びインティマレーザーを用いたGSMによる下部尿路症状、主に尿失禁を中心に
治療した経験と既存治療との違いや優位性につき報告する。 
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